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Ⅰ 研究主題設定の理由 

今日は，急激な少子高齢化や情報化，グローバル化の進展や技術革新等により，未来の予想が困難

な成熟社会を迎えている。その中を生きる私たちには，一人一人が持続可能な社会の担い手として，

その多様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価値を生み出し

ていくことが期待されている。学校教育においても，生徒が，様々な変化に積極的に向き合い，他者

と協働して課題解決をしていくことや，多くの情報を見極め，情報を再構成するなどして新たな価値

につなげていくこと，複雑な状況の中で目的を再構築することができるようになることが求められて

いる。これらを踏まえ，改訂された中学校学習指導要領の総則において，育成すべき資質・能力を明

確にすると共に，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が推進されることになった。

このような資質・能力の育成を目指した授業改善を通して，学習内容と人生や社会の在り方とを結び

付けて深く理解し，生涯にわたって能動的に学び続けることができる生徒を育成していく必要がある。 

 これまで，本校の国語科学習では，言語活動を通して自分の考えを言葉で表現できる生徒の育成を 

目指してきた。生徒は，自分の考えを意欲的に表現する一方で，その考えが明確な根拠に支えられて 

いないことや，考えを伝える言葉が適切かを吟味できていないことに課題があると感じている。加え 

て，生徒が言語活動を通して，どのような力が身に付いたのかを客観的に評価して，学習の成果や価 

値を実感したり，身に付けた力を実生活で活用したりすることができていない現状もあった。 

また，平成31年度全国学力・学習状況調査の結果から，本校は「読むこと」の領域において，正答

率が低く，特に「文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉える」ことに課題があることが明らか

になった。全国的にも，国語科の課題として，「文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明

確にして自分の考えをもつことや，文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えることに課題があ

る。」，「自分が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことに課題がある。」と挙

げられている。その要因の一つに，国語科の学習が活動中心になりがちで，教師が育成を目指す資質・

能力を明確にしていなかったために，授業を通して何ができるようになったのかがはっきりしていな

かったということがある。生徒は，１単位時間又は単元を通して何が身に付いたかを明確にできない

まま授業が進んでしまい，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚して，学びの深まりを十分に

実感することができていなかったのではないかと考えた。そこで，生徒が学びの方向性を見通し，自

分の「問い」を立て，その「問い」を解決することを通して，観点を明確にして国語科の学びを振り

返ることができれば，何を学んだかが明確になり，学びの深まりを実感することができると考えた。 

  このような時代の要請や課題を背景に，本研究では学びの深まりを実感する国語科学習指導に取 

り組むことにした。学びの深まりとは，言語活動を通して課題を解決することで，考えの変容（考え 

の広がりや深まり）を自覚し，学びが価値付けされることと捉える。そこで，生徒が学びの深まりを 

実感する手立てとして，「学びをつなぐ振り返りシート」を開発し，学習過程に位置付け，活用する 

ことにした。この「学びをつなぐ振り返りシート」とは，１単位時間の学びについて観点を明確にし 

て振り返り，学びの成果を確認するとともに，単元を通して身に付けた力を振り返り，考えの変容（学 

びの広がりや深まり）を自覚して，その学びを次の学びや実生活につなぐシートのことである。この 

シートを活用して生徒が学びの深まりを実感するためには，五つの学習過程に３条件を位置付けた授 

業設計が必要であると考えた。五つの学習過程とは，①学習課題を確認，②学習課題の追究，③考え 

の形成，④考えの共有，⑤考えの変容の自覚であり，３条件とは①学習課題，②言語活動，③振り返 

りである。五つの学習過程の中で，生徒が単元の学習課題を確認し自分の「問い」を立てて，必要感・ 

必然性をもたせる言語活動を通して，学びの価値付けができる振り返りを継続させることで，考えの 

変容（考えの広がりや深まり）を自覚し，生徒が学びの深まりを実感できると考えるからである。３ 

条件を相互に関連付けるためには，まず，単元の学習課題を通して，学びの方向性を見通すことがで 

きる必要がある。次に，解決すべき単元の学習課題が必要感・必然性をもたせる言語活動とつながる 

必要がある。最後に，その言語活動を通して，生徒が行う学びの振り返りは，本時の学習内容の確認 

に留まらず，次の時間や単元の新たな学びとつなぐ必要がある。このように３条件を相互に関連付け 
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た授業を通して，学びをつなぐことができれば，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚でき， 

学びが価値付けされ，学びの深まりを実感できるのではないかと考えた。また，このことは，学習指 

導要領が示す「学びに向かう力，人間性等」の育成を図ることにもつながると考える。 

 これらのことから，国語科の学習指導において，「学びをつなぐ振り返りシート」を学習過程に位 

置付け活用すれば，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚でき，学びが価値付けされるので， 

学びの深まりを実感できると考え本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

 １ 研究のねらい 

  (1) 学びの方向性を見通す単元の学習課題と，生徒が解決する自分の「問い」の立て方について 

明らかにする。 

(2) 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫について考察・検証する。 

(3) 学びの価値付けができる振り返りについて考察・検証する。 

(4) 「学びをつなぐ振り返りシート」を開発・活用した指導の在り方を明らかにする。 

(5) 検証授業を行い，本研究の成果と課題を明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

 国語科の学習指導において，「学びをつなぐ振り返りシート」を学習過程に位置付け活用する

ことで，生徒は考えの変容（考えの広がりや深まり）が自覚できるので，学びを価値付けし，

学びの深まりを実感できるのではないか。 

 

３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 社会の要請 

学習指導要領 

生徒の実態 

指導上の課題 研究の仮説 

○ 国語科学習における学びが深まることについての基礎研究 

○ 実態調査の実施と分析 

○ 学びの方向性を見通すための学習課題の設定 

○ 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

○ 学びの価値付けができる振り返りの工夫 

○ 「学びをつなぐ振り返りシート」の開発・活用 

検証授業の実施と考察 

基 

礎 
研 

究 

本 

研 

究 

ま 

と 

め 

研究のまとめ 
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Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題に関する実態分析と考察 

(1)  生徒に対する実態調査等の結果と分析 

    ア 実態把握の概要 

      学びの深まりを実感する国語科学習指導の方向性を明らかにするために，「国語科の学習

に関する意識」，「考えの形成に関する意識及び実態」の２項目について生徒の実態を把握し，

分析することにした。なお，意識調査だけではなく，学力調査等の結果を併せて活用するこ

とで，生徒の実態と課題を多面的に把握できるようにした。 

    イ 実態調査等の実施方法 

調査等の名称 実施の時期 調査等の対象 

平成31年度全国学力・学習状況調査 2019年４月 
南大隅町立根占中学校 

第３学年(44人) 

生徒の意識調査（アンケート） 2019年６月 
南大隅町立根占中学校 

第２学年(45人) 

ウ 全国学力・学習状況調査の結果 

表１ 平成31年度全国学力・学習状況調査 調査結果 正答率（％） 

区分 本  校 県 全  国 

話すこと・聞くこと 65.9 66.2 72.8 

書くこと 79.3 82.6 82.6 

読むこと 58.5 68.8 72.2 

伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 
63.4 66.2 67.7 

      平成31年度全国学力・学習状況調査の結果（表１）を分析すると，本校は特に「読むこと」

の領域において，平均正答率が低いことが分かった。その中でも，表２に示す問題の正答率

が低いことと表３に示す問題の無回答率が高いことが明らかになった。 

    表２ 平成31年度全国学力・学習状況調査 問題別調査結果 正答率（％） 

問題番号 問 題 の 概 要 問 題 の 趣 旨 本 校 県 全 国 

１一 

「日本の文化の中には，海外

でも広く知られているものが

あります。……第一回は,弁当

です。」について説明したもの

として適切なものを選択する。 

文章の構成や展

開，表現の仕方につ

いて，根拠を明確に

自分の考えをもつ。 

48.8 58.9 63.9 

１二 
「海外に広がる弁当の魅力」

で述べられている，弁当の魅力

として適切なものを選択する。 

文章の展開に即し

て情報を整理し，内

容を捉える。 

39.0 56.5 61.5 

     表３ 平成31年度全国学力・学習状況調査 問題別調査結果 無回答率（％） 

問題番号 問 題 の 概 要 問 題 の 趣 旨 本 校 県 全 国 

２三 

話の流れを踏まえ，「どうす

るか決まってないこと」につい

て自分の考えを書く。 

話合いの話題や方

向を捉えて自分の考

えをもつ。 

17.1 9.5 8.9 

３二 

広報誌の一部にある情報を

用いて，意見文の下書きに「魅

力」の具体例を書き加える。 

伝えたい事柄につ

いて，根拠を明確に

して書く。 
14.6 7.5 7.9 
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      これらの結果から本校の生徒には，考えの形成に課題があることが分かった。特に，根拠

を明確にした考えをもつという趣旨の問題に対して，無回答率が全国や県と比較して高いこ

とが明らかになった。このことから，国語科の学習指導において特に，根拠に支えられた考

えの形成を図るための手立てをとる必要があると考えた。そこで，考えの形成に関して更に

詳しく調査するために，本校において意識調査と分析を行った。 

 

エ  考えの形成に関する意識調査の結果と考察 

生徒全員が,「国語科の学習が社会で役に 

立つ」と肯定的に答えている（図１）。その 

理由として最も多かった回答は，｢社会に出 

たとき,文章を書くことは必要だから｣，「漢 

字が読めないと恥ずかしいから｣というもの 

だった。また,９割以上の生徒は｢国語科で 

学習したことを,日常生活に生かしている」 

という問いに対して肯定的に答えた（図２）。 

これらの結果から，多くの生徒が，｢国語 

科の学習が生活や社会で生かされている｣と 

感じており,国語科の学習の意義を理解して 

いると考えられる。 

生徒の意識調査から，７割以上の生徒は， 

国語科学習の中で,考えをもつことができて 

いる（図３）一方で,６割以上の生徒が実生 

活の場面等で,自分の考えが伝わらなかった 

経験があると回答していることが分かる 

(図４)。 

これらの結果から,国語科での学習が授業 

     の中で完結して,実生活の場面等で生かしき 

れていないという意識の生徒が,多いことが 

分かる。その原因の一つに,国語科の学習を 

通して,生徒がどのような力を身に付けたか 

が曖昧で,学びの深まりを十分実感していな 

いのではないかと分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「考えの形成」に関する意識調査② 

図３ 「考えの形成」に関する意識調査① 

図１ 国語科に対する意識調査① 

図２ 国語科に対する意識調査② 
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(2) 調査結果等を基にした本研究の方向性と授業づくりの視点 

     全国学力・学習状況調査，本校で実施した考えの形成に関する意識調査の結果やこれまでの

私の実践を振り返ると，言語活動を通した国語科の学習には意欲的であるが，言語活動が活動

のみで終わりがちで，活動を通してどのような力が身に付き，考えの変容（考えの広がりや深

まり）を自覚しないまま授業が終わっている現状があると考えた。よって，国語科の学習の中

で，生徒が考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚するために，次の３点を授業づくりの

視点として研究を進めることにした。 

 

 

 

 

     これらのことから，本研究では，生徒が，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚し， 

学びが価値付けされることで，学びの深まりを実感し，国語科で得た学びを次の単元や他の教 

科，実生活に生かすことができる国語科の学習指導を目指していくことにした。 

 

２ 研究主題についての基本的な考え方 

(1) 学びの深まりについて 

         本研究における学びの深まりとは，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚し，学びが 

価値付けされることと捉え，研究を進めることにした。そして，国語科の授業で，生徒が学び

の深まりを実感するためには，図５にある五つの学習過程に学びの深まりを実感する３条件を

位置付け，相互に関連し合うような授業改善に取り組むことにした。この３条件とは，①学び

の方向性を見通す学習課題，②必要感・必然性をもたせる言語活動，③学びの価値付けができ

る振り返りのことである。学びの深まりを実感する五つの学習過程と３条件の関係を明らかに

しながら学びの深まりを実感する国語科学習指導について研究を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学びの方向性を見通すための単元の学習課題の設定 

２ 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

３ 学びの価値付けができる振り返りの工夫 

図５ 学びの深まりを実感する五つの学習過程と３条件 
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表４ 学びの深まりを実感する五つの学習過程 

(2) 「学びをつなぐ振り返りシート」について 

生徒が国語科の学習において学びの深まりを実感するためには，学びの履歴を残し,学びの 

振り返りを言語化することが必要であると考え，本研究では「学びをつなぐ振り返りシート」 

を開発し，活用することにした。この振り返りシートは，生徒が学びの方向性を見通して，生 

徒が自分の「問い」を立て，１単位時間又は単元を通した学びについて観点を明確にして振り 

返り，学びを価値付けしながら次の学びにつなぐシートのことである。ここで生徒が立てる自 

分の「問い」とは，単元の学習課題を解決するために，生徒一人一人が解決すべき課題である 

と捉える。この振り返りシートを活用するねらいは，生徒が立てた自分の「問い」を解決する 

ために，生徒が学びの方向性を見通し，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚しながら 

次の学びにつないでいくことである。この振り返りシートの活用を通して，生徒は国語科の学 

習に主体的に取り組み，学びを振り返りながら，学びの深まりを実感できるようになるのでは 

ないかと考えた。 

学習過程 

（学習活動） 

条件 
学習活動のねらい 学習活動の内容 

１ ２ ３ 

① 

学
習
課
題
の
提
示 

（
自
分
の
「
問
い
」
を
立
て
る
） 

◎   

単元の学習課題から育成を

目指す資質・能力を生徒と教

師が共有し，自分の「問い」

を立てさせることで，学びの

方向性を見通させる。  

 

単元の指導事項と思考方法，言語活

動を位置付けた単元の学習課題を確

認し，単元の学習課題を解決するため

に一人一人が解決したい自分の「問

い」を立て，学びの方向性を見通す。 

② 

学
習
課
題
の
追
究 

（
自
分
の
「
問
い
」
を
追
究
す
る
） 

○ ◎  

自分の「問い」について,

構造や内容を把握させて，考

えをもたせ自分の「問い」を

追究させる。 

 自分の「問い」を解決するために，

構造や内容を把握したり，精査・解釈

を重ねたりしていく。 

③ 

考
え
の
形
成 

（
自
分
な
り
に
「
問
い
」
を
解
決
す
る
） 

 ○ 

話や文章の内容について，

自分の知識や経験と結び付け

たり，関連付けたりしながら，

根拠を明確にして考えの形成

を図らせる。 

 

 思考ツールを活用して，思考の流れ

を整理し，可視化する。整理した思考

を，自分の知識や経験と結び付けた

り，関連付けたりしながら，根拠を明

確にし，考えの形成を図る。 

④ 

考
え
の
共
有 

（
考
え
を
広
げ
，
深
め
る
） 

 ◎ ○ 

考えの交流を通して，自分

の考えを広げたり，深めたり

して多面的・多角的な視点で

考えの再形成を図らせる。 

 

 考えの交流を相互に行って，多面

的・多角的な視点から考えを広げた

り，深めたりして，考えを吟味する。 

⑤ 

考
え
の
変
容 

（
自
分
の
「
問
い
」
と
解
決
を
振
り
返
る
） 

 ○ ◎ 

考えの変容（考えの広がり

や深まり）を自覚し，学びの

深まりを実感させる。 

 

 自分の「問い」と解決を振り返り，

学びの価値付けを行う。 

単元を通した学びを振り返り，考え

の変容（考えの広がりや深まり）を自

覚し，学びの深まりを実感する。 
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図６ 考えの形成を促す思考ツールの例 

３ 考えの変容を自覚し，学びの深まりを実感する国語科学習指導の手立て 

(1) 学びの方向性を見通すための単元の学習課題と自分の「問い」の設定  

        単元の学習課題を設定する際には，次の３要素を位置付けることにした。 

㋐ 単元の指導事項 ㋑ 着眼点や思考方法 ㋒ 単元を通した言語活動 

そのねらいは，育成を目指す資質・能力を生徒と教師が共有し，生徒が自分の「問い」を立 

て，学びの方向性を見通すことである。このように３要素を踏まえることで，生徒はどのよう 

な言語活動を通して，どのような力を身に付けるかが明確になり，学びの方向性を見通すこと 

ができるようになる。また，単元の学習課題を解決するために，生徒一人一人に自分の「問い」 

を立てさせることにした。自分の「問い」を立てることで生徒は学びを自分のこととして捉え， 

生徒が立てた自分の「問い」を解決するため主体的に取り組めるようになると考えた。 

  (2) 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

ア 評価の観点を明確にした言語活動のモデル提示と活用 

本研究における，必要感・必然性とは，生徒が「こんなことができたら○○できそうだ。」，

「こんなことをしてみたい。そのためには▲▲ができるようにならなくてはいけない。」と感

じることと捉えた。そこで，単元の導入で言語活動のモデルを提示することが効果的である

と考えた。なぜなら，言語活動のモデルを提示した際に，生徒が「自分もこんな表現をして

みたい」，「こんなことができたら○○できそうだ」，「自分の考えを表現するために，端的な

語彙を使えるようになりたい」と感じれば，言語活動の目的や価値を見いだすことができる

と考えたからである。また，その際に評価の観点を生徒に明確に示すことで，生徒はどのよ

うな力を身に付け，発揮する必要があるのかを理解することができる。さらに，教師が言語

活動のモデルを提示することは，言語活動を通した生徒の思考過程を，教師自身が辿ること

になる。そのため，思考が滞った生徒に対する具体的な支援の仕方が明確になり，指導の充

実を一層図ることができると考える。 

イ 思考の流れを整理し，考えの形成を図るための思考ツールの研究 

本研究では，考えの形成を図る手立てとして，思考ツール「ストーリーマップ」と「人物

評ボックス」を活用することにした(図６）。具体的には思考ツールに，着目した言葉やその

理由，自分の知識や経験との関係，自分の考え等，思考に必要なことを記述することで，思

考を可視化し，思考の流れを整理できると考えた。生徒が思考の流れを整理し，考えの形成

を図ることができれば，自分の考えをどのように表現すればよいのかが明確になるので，言

語活動の目的や価値を見いだし必要感・必然性をもつことができるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストーリーマップ 人物評ボックス  

文章等の基本的な構造を表したツール。言

葉に着目して，根拠を明確にして読み深める

ことができる。 

根拠となる言葉を抜き出し，課題を解決

するためのツール。根拠を明確にして読み

進めることができる。 
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図８ 「ストーリーマップ」を活用した創作型鑑賞文 

図８ 思考ツール「人物評ボックス」を活用した人物評「平家物語のかお」 

図７ 思考ツール「ストーリーマップ」を活用した鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」 

思考ツール「ストーリーマップ」は検証授業Ⅰで活用した（図７）。生徒は着目する言葉を 

吟味して，その言葉から思いや心情を想像し，鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を表現

することができた。また，思考ツール「人物評ボックス」は検証授業Ⅱで活用した（図８）。

会話文や叙述を根拠に，心情や人物像を捉え，自分は登場人物をどう評価するか記述できる

ようにしてあり，自分の知識や経験と結び付けたり関連付けたりして人物評「平家物語のか

お」を表現することができた。 
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図 10 学びをつなぐ振り返りシート（検証授業Ⅱ） 

  (3)  学びの価値付けができる振り返りの工夫 

    ア 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用 

「学びをつなぐ振り返りシート」には，国語科における学びの深まりを実感する３条件を 

基にした，Ａ単元の学習課題と自分の「問い」，Ｂ観点を明確にした本時の振り返り，Ｃ学 

びを生かす単元の振り返りの三つの構成要素を位置付けることにした（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このシートは，単元の導入では，単元の学習課題を基に，生徒が自分で立てた「問い」 

を記述できるようにしてある。また，単元の展開では，自分の「問い」に対して，観点 

を明確にして本時の学びを言語化して振り返ることで，学びの成果が確認できるように 

してある。さらに，単元の終末では，単元を通して身に付けた力を確認し，考えの変容 

（考えの広がりや深まり）を自覚しながら，学んだことを他の学びや実生活でどのよう 

に生かせるかを記述ができるようにしてある。加えて，教師も生徒が行った振り返りに 

対して学びの価値付けができるようにすることで，教師は指導の振り返りができるよう 
になると考える。教師が生徒の学びを価値付けて，その変容を見取ることは，身に付け 
させたい力に対して，指導が適切であったかを振り返り，今後の手立てを方向付ける一 
役を担うものとなる（図10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図９ 学びをつなぐ振り返りシートと三つの構成要素 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 
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４ 検証授業Ⅰの実際と考察 

  (1)  検証授業Ⅰの概要 

   ア 検証授業Ⅰの単元名及び実施学年等 

単 元 名 短歌に込められた思いや心情を捉え，言葉を吟味して，鑑賞文「三十一音から

始まるドラマ」を書こう 

教 材 名 短歌の世界・短歌十首（『現代の国語２』三省堂） 

言語活動 短歌に込められた思いや心情を捉え，鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書く 

対  象 南大隅町立根占中学校第２学年２学級において実施 

実施時期 令和元年７月９日～13日 

 

   イ 言語活動設定の理由 

本単元では，短歌を読むことで，短歌を声に出してリズムを味わいつつ，作者の思いや心 

情を捉え，自分の知識や経験と結び付けたり比較したりしながら，短歌の世界を想像し，読 

み味わうことをねらいとした。今回の授業で取り扱う短歌は，日常に溢れている光景を切り 

取り，三十一音という限られた音数で作者が言葉にこだわり，表現したものとなっている。 

本単元で取り扱うことにした「三十一音から始まるドラマ」を表現する言語活動は，言葉に 

着目し，短歌に込められた思いや描かれた世界を想像し，表現技法も用いながら一人称のド 

ラマ仕立てで鑑賞文を書く活動である。この「三十一音から始まるドラマ」という鑑賞文を 

書く言語活動を通して，共感した言葉に着目し，自分の知識や経験と結び付けたり比較した 

りして短歌の世界を読み味わわせていきたい。 

 

   ウ 単元における評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

読む能力 書く能力 
言語についての 
知識・理解・技能 

○ 言葉がもつ価
値を吟味し，認
識して，自分の
考えを伝えよう
としている。 

○  共感した言葉に 
着目し，作者の思 
いや心情を捉えて 
いる。 

○ 作者の思いや心 
情と，自分の知識 
や経験と結び付け 
たり比較したりし 
て，短歌の世界を 
想像している。 

○ 表現の効果を考
えて描写し，自分
の考えが伝わる文
章になるよう工夫
している。 

○ 読み手からの評
価を踏まえて，自
分の文章のよい点
や改善点を見いだ
し，表現に生かし
ている。 

○ 短歌の知識につ
いて理解している。 

○ 事象や行為，心情
を表す語句に着目
している。 

○ 表現技法に着目
し，その働きを理解
して使っている。 

 

エ 評価規準を基にした判断基準の作成 

評価規準 

「短歌五首」で表れている言葉を吟味し，作者の思いや心情を捉えて内容を

理解するとともに，自分の知識や経験と結び付けたり比較したりして，短歌の

世界を想像し，表現技法や擬音語・擬態語，五感を使った心情や情景の描写等

を取り入れた鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書くことができる。 

評価の場面 

・ ４時間構成の第２時でストーリーマップを書く場面 

・ ４時間構成の第３・４時で鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書き，

他者と共有して考えを広げ深める場面 

評価の対象 

・ ストーリーマップ 

・ 鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」 

・ 毎時間行う「学びをつなぐ振り返りシート」 
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判断の要素 

「短歌を読み味わうこと」，「表現の仕方」から必要なものを選び，鑑賞文「三

十一音から始まるドラマ」を書いている。 

(1) 短歌を読み味わうこと 

① 短歌の内容理解 

② 作者の状況 

③ 作者の思いや心情 

④ 知識や経験と結び付け，比較 

(2) 表現の仕方 

   ① 一人称での表現 

② 短歌の言葉を使う 

③ 相手意識 

  ④ 考えの共有 

尺度 判断基準 

Ｂ 

 (1) 短歌を読み味わうこと 

① 選んだ短歌について，共感

した言葉を書いている。 

② 作者の状況について，短歌

の言葉をもとに捉えている。 

③ 作者の思いや心情を，短歌

の言葉をもとに捉えている。 

④ 共感した部分を中心に，自

分の知識や経験と結び付けた

り比較したりしている。 

（①   ②   ③   ④   ） 

 (2) 表現の仕方 

  ① 一人称で書いている。 

② 短歌の言葉を使っている。 

③ 表現を工夫している。 

  【表現の工夫】 

  （倒置法，省略法，反復法等） 

④ 視点に沿った推敲 

 

 

 

(① ～③     ④   ) 

【予想される生徒の鑑賞文 例】（選んだ短歌） 

みちのくの 母のいのちを 一目見ん 一目見んとぞ ただにいそげる  斎藤茂吉 

(1)②東北に住む母の命が危ないらしい。雨がしとしと降る夕暮れ，父からそう連絡が来た。 

 

(1)③遠くに住む私は，驚いた。そして，すぐにでも母に会いたいと思った。(1)①母が生 

       (2)① 

きている姿を一目みたいと思った。母の声が聞きたいと思った。(1)④私の頭は母のことで 

       (2)② 

いっぱいだ。母に会いたい。とにかく会いたい。ただ母の元へ急いだ。 

 

母に会うために･･････。 

(2)③ 

Ａ 

（判断基準Ｂに加えて） 
(1)  短歌を読み味わうこと 
  ① 時代背景を捉えている。 
  ② 作者の状況を調べている。 
  ③ 心情や情景の描写を加え 

て表現を豊かにしている。 
 

（判断基準Ｂに加えて） 
(2) 表現の仕方 
  ① 短歌の中で，感動の中心となる 

言葉を捉え適切に使っている。 
  【感動の中心】 
  ・ 区切れに着目する。 
  ・ 表現技法に着目する。 
  ② 情景描写を取り入れる。 

 

オ 検証授業Ⅰの視点 

ア 学びの方向性を見通すための単元の学習課題の設定 

・ 育成を目指す資質・能力につながる単元の学習課題の設定 

イ 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

①  評価の観点を明確にした言語活動のモデル提示と活用 
②  思考の流れを整理し，考えの形成を図るための思考ツールの研究 

ウ 学びの価値付けができる振り返りの工夫 

・ 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用 
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   カ 単元の指導計画（全４時間） 

 過 

 程 
活動のねらい 主な学習活動 

 時 

 数 
指導上の留意点 

 

 

 

 導 

 

 

 

 入 

○  短歌を理解する。 

○  短歌の鑑賞の仕 

方を学ぶ。 

 

１ 小学校の学習を想起

しながら，短歌の知識を

理解する。 

２ 鑑賞のポイントに着

目しながら，鑑賞の仕方

を学ぶ。 

３ 共通短歌を使い，鑑賞

の仕方を理解する。 

 

 

 

 

 

１ 

・ 解説型鑑賞文と創作型鑑賞文

「三十一音から始まるドラマ」

を比較させ，この学習を通して

身に付けさせたい力を明確に示

し，学習の見通しをもたせる。 

・ 短歌の鑑賞の仕方について，

鑑賞のポイントを示しながら，

理解させる。 

 

 

 

 

 展 

 

 

 

 開 

○  短歌を鑑賞する。 

○  推敲し合い，豊か

な表現ができる。 

 

４ 五首の短歌から一首

選び，ストーリーマップ

を使い鑑賞をする。 

５ ストーリーマップを

基に，鑑賞文「三十一音

から始まるドラマ」を書

く。 

６ 書き上がった鑑賞文

を相互に推敲し合い，再

考して清書する。 

 

 

 

 

 

 ２ 

・ ストーリーマップを使い，交

流を通して思考の広がりや深ま

りが生まれるよう支援する。 

・ 鑑賞文「三十一音から始まる

ドラマ」を書く条件を示す。 

・ 推敲のポイントを示し，相互

に推敲ができるようにする。 

・ 交流のポイントを示し，活発

な対話を促す。 

 

 

 

 

 終 

 

 

 

 末 

○  鑑賞文「三十一音

から始まるドラマ」

の発表会を通して，

他者からも評価し

てもらい，考えの変

容を自覚する。 

７ 自分と異なる短歌を選

んだ者同士で発表会を行

い，評価をし合う。 

８ 活動５で書いた鑑賞文

と推敲や発表会を経て完

成した鑑賞文を読み比

べ，変容を自覚し，学ん

だことが生かせそうな場

面を想像させ学びをつな

げる。 

 

 

 

 

 

 

 １ 

・ 発表会を行い，他者との交流

を通して，互いのよさを挙げさ

せる。 
・ 活動５で書いた鑑賞文と推敲

や発表会を経て完成した鑑賞文

を読み比べたり，発表会を通し

たりしての自分の考えの変容を

自覚させる。 
・ 学んだことが生かせそうな場

面を想像させ，学びつなげさせ

る。 
 

 

(2) 検証授業Ⅰの指導の工夫と考察 

    ア 学びの方向性を見通すための単元の学習課題の設定 
     ・ 育成を目指す資質・能力につながる単元の学習課題の設定 

本実践では単元の学習課題を三つの要素で構成することにした。本単元の学習課題は次 
のとおりである。 
 

 
 

①短歌に込められた思いや心情を捉え，②言葉を吟味して，③鑑賞文「三十一音から

始まるドラマを書こう」（①指導事項，②着眼点と思考方法，③言語活動） 
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図 11 教師が提示した言語活動のモデル 

 
単元の学習課題を通して生徒と教師が育成を目指す資質・能力を共有することで，学び 

の方向性を見通すことをねらいとし，毎時間確認をした。そうすることで，生徒は単元を 
通してどのような力を身に付けなければならないかが明確になり，主体的に学びに向かっ 
ていた。 

イ  必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 
(ｱ) 評価の観点を明確にした言語活動のモデル提示と活用 

本実践では，短歌の鑑賞文 
「三十一音から始まるドラマ」 
を書く言語活動を設定した。 
導入の段階で，生徒に解説型 
鑑賞文と創作型鑑賞文「三十 
一音から始まるドラマ」の二 
つを比較させ，「鑑賞のポイ 
ント（評価の観点）」を理解 
させることができた。こうし 
て,教師が育成を目指す資質・ 
能力につながる言語活動の具 
体的なモデルを生徒に提示す 
ることで，言語活動の目的や 
価値を見いださせ，鑑賞文 
「三十一音から始まるドラマ」 
を書く必要感・必然性をもた 
せることができるようになる 
と考えた(図 11)｡このように, 
生徒に言語活動に対する必要 
感・必然性をもたせることで，国語科の学習に意欲的に取り組ませることができた。 

(ｲ) 思考の流れを整理し，考えの形成を図るための思考ツールの研究 

       本単元では鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書く言語活動を取り入れた。生徒は 

      鑑賞文を書くに当たり，まず，共感した言葉に着目し，作者の心情を捉えた。次に，捉え 

た心情と，自分の知識や経験とを結び付けたり比較したりして，短歌の世界を想像した。 

最後に，自分の言葉で考えを表現し，他者と対話をする中で互いの考えの共通点や相違点 

等に気付き，自分の考えを広げたり深めたりした。具体的には，思考ツール「ストーリー 

マップ」を用いて，思考の流れを整理し，考えの形成を図った。短歌で使われている共感 

した言葉と自分の知識や経験とを結び付けたり，比較したりすることで，根拠を明確にし 

て短歌の世界を想像できるようになり，鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書く必要 

感・必然性をもつことにつながると考えた。共感した言葉に着目し，言葉に込められた思 
いを捉えることで，日常に何気なく溢れている言葉にも一つ一つ心情が込められているこ 
とに気付いている生徒もいた。このツールは，言語活動のモデル提示で気付いた「鑑賞の 

ポイント」を基に作られており，生徒は，ツールを活用しながら短歌で使われている言葉 

を根拠にして鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書くことできた。このツールの活用 

例は，次のとおりである（次頁図12）。 
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図 12 思考ツール「ストーリーマップ」の活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 ストーリーマップを用いた短歌の鑑賞 

言葉への気付き 

言葉の意味に着目 

自分の知識や経験

との結び付け 考えの形成 

言葉への気付き 

考えの形成 

自分の知識や経験

との結び付け 

言葉の意味に着目 

鑑賞例(1) 

鑑賞例(2) 
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図 14 単元を通した振り返り 

    ウ  学びの価値付けができる振り返り 

・ 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用 
毎時間の終末に行う振り返りでは「分かったこと」，「できるようになったこと」，「変

わったこと」，「学びが生かせそうな場面」等の観点を教師が示し，生徒は学びの成果や

疑問を確認した。例えば，「できるようになったこと」の振り返りでは，「自分の考えと

短歌を結び付けることができた。」，「友だちの表現を参考に書くことができた。」とい

う振り返りの記述があった。このことから，生徒は，根拠を明確にした考えの形成ができ

たという実感があり，他者との対話で考えの広がりや深まりを感じている様子が分かる

（図 13）。教師は生徒の振り返りに対して学びの価値付けを行い，学びの成果を確認した

り，学びを不十分に感じている生徒には助言を記したりした。また，個人の振り返りを全

体でも共有し，１単位時間の学びの価値付けも行った。 
単元の終末では，生徒が単元を通した振り返りを行い，考えの変容（考えの広がりや深 

まり）を自覚することで学びの深まりを実感することができた（図14）。例えば，「いろ 

いろな表現技法を知れたので，これから文章を書く時に生かしていきたいです」と記述し 

た生徒がいた。このことから，国語科での学びを次の学びに生かそうとする様子を見るこ 

とができる。また，｢これって何を思って書いたのだろうって考えたりしたいです｣と記述 

した生徒の言葉から，言葉に対して意識を高めている様子が分かる。このようにして，生 

徒は単元を通した振り返りをしながら，考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚し， 

学びの深まりを実感している様子が見られた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 １単位時間毎の振り返り 

教師による，生徒の振り返りに対

しての学びの価値付け 
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(3) 検証授業Ⅰにおける生徒の表現例 

         五首から共感した短歌一首を選び，思考ツール「ストーリーマップ」を用いて，考えを広げ 

たり深めたりしながら，毎時間の「学びをつなぐ振り返りシート」で学びの成果を確認し，創

作型鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」を書くことができた（図15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 生徒作品例 

図 15 鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」生徒作品例 

自分の知識や経験と結び付けている 
一人称 

作者の

心情 

表現技法 

短歌の言葉を使っている 
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  (4) 検証授業Ⅰの成果と課題 

    ア 成果 

(ｱ) 単元の学習課題に①単元の指導事項，②着眼点や思考方法，③単元を通した言語活動の 

三つの要素を位置付けることで，生徒は単元を通してどのような力を身に付けるかが明確 

になっており，学びの方向性を見通すことができた。 

(ｲ)  言語活動のモデルを提示することで「鑑賞のポイント」に気付き短歌を読み深めること 

ができていた。また，このポイントがあることで，どのように考えればよいかが明確にな 

り自分の考えを鑑賞文「三十一音から始まるドラマ」に表現することができた。 

(ｳ)  思考ツール「ストーリーマップ」を活用して,思考の流れを整理し,考えの形成を図るこ 

とができた。また，対話の中で自分の考えを広げたり深めたりしながら，考えを再形成す 

る生徒も多くいた。 

(ｴ) 「学びをつなぐ振り返りシート」を単元の導入から終末まで，活用したことにより，生 

徒は学びの方向性を見通すことができた。また，観点を明確にして毎時間生徒が振り返り 

をすることで，学びの成果や疑問に気付き，教師も生徒の振り返りに対して価値付けをし， 

学びを見届けることができた。 

    イ 課題 

(ｱ) 単元の学習課題に基づく自分の「問い」を生徒に立てさせることができなかった。自分 

分の「問い」を立てることで，生徒は学びを自分のものと捉え，主体的に向かうことがで 

きるのではないかと考える。生徒に自分の「問い」を立てさせることで，考えの変容（考 

えの広がりや深まり）を自覚し，学びの深まりを実感させるための手立てを今後考える必 

要がある。 

(ｲ) 言語活動を通して生徒が身に付ける力を理解し，単元の学習課題と結び付けた言語活動 

のモデルを提示する際には,生徒に評価の観点を明確に示すなどして,言語活動に必要感・ 

必然性を更にもたせることができるよう工夫する必要がある。 

        (ｳ) 検証授業Ⅰでは，生徒が１単位時間又は単元を通した学びを振り返る際に，教師が振り 

返りの観点を示した。教師が観点を示すことで，生徒は観点に基づく的確な振り返りがで 

きたが，振り返りの観点が一つに絞られてしまい，振り返りが次の学びに生かしきれてい 

ない生徒もいた。そこで，指導のねらいに応じて振り返りの観点を生徒に選択させ，振り 

返りの内容を一層充実させていく必要があると考えた。 

(5) 検証授業Ⅰの課題を踏まえた検証授業Ⅱの留意点 

上記に示した課題を踏まえ，検証授業Ⅱは次の３点に留意したいと考えた。 

○ 学びの方向性を見通すための単元の学習課題を設定する。具体的には，単元の学習課題

の中に，①単元の指導事項，②着眼点や思考方法，③単元を通した言語活動を位置付けて

単元の学習課題を設定し，生徒がその学習課題を基に，自分の「問い」を立てることで学

びの方向性を見通すことをねらいとする。 

○ 単元の学習課題の解決につながる必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫を行う。そ

こで，育成を目指す資質・能力につながる具体的な言語活動のモデルを生徒に示すことで，

必要感・必然性をもたせる。 

○ 学びの価値付けができる振り返りを一層充実させていく。「学びをつなぐ振り返りシー

ト」を改善し，生徒が自分で「問い」を立て，その「問い」を基に振り返りを行う。 
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５ 検証授業Ⅱの実際と考察 

  (1) 検証授業Ⅱの概要 

    ア 検証授業Ⅱの単元名及び実施学年等 

単 元 名 平家物語を生きた人々と対話をしよう 

教 材 名 「平家物語」（『現代の国語 ２』三省堂） 

言語活動 登場人物の会話文や叙述を根拠として人物像を捉え，人物評「平家物語のかお」

を書く 

対  象 南大隅町立根占中学校第２学年２学級において実施 

実施時期 令和元年12月３日～９日 

 

イ 言語活動設定の理由 

本単元で扱う平家物語は軍記物語でありながら，平氏と源氏，それぞれの人間模様を描い 

た作品である。その人間模様は，数百年の時を経て現代を生きる私たちにも通じるものがあ 

る。そこで，｢敦盛の最期｣の場面における「熊谷次郎直実」と｢敦盛｣の心情を想像して人物 

像に迫り，登場人物についてどう評価するか自分の考えを形成し，人物評「平家物語のかお」 

として書く言語活動を取り入れる。この言語活動を通して，場面に描かれた人物像に迫り， 

現代の私たちと比較して，共通点や相違点に気付き，その人物に対してどう感じたのかを考 

えたり，登場人物の生き方を理解することでこれからの自分の生き方を見つめ直したりでき 

るのではないかと考えた。人物評「平家物語のかお」を書くためには，まず，古文の読解が 

必要である。１年生のときに習得した古文の知識を活用し，現代仮名遣いや古文のリズムを 

意識した音読をし，主語を明確にして読み進めていく。次に，登場人物の人物像を的確に捉 

えることが必要である。登場人物の会話文や叙述に着目し，そこに込められた心情について， 

根拠を明確にして理解し，人物像を捉えられるようにしたい。最後に，捉えた人物像に対し， 

自分の知識や経験と結び付けたり関連付けたりして，自分の考えをもつことも必要である。 

また，考えの形成を支えるためには，語彙の充実が必要不可欠であると考える。そこで，語 

彙を収集して的確に選択させるために，生徒がこれまで習得してきた語彙に加えて，自分の 

考えを適切に伝える語彙を新たに探し，その意味を知り活用する場を設けることで，語彙の 

広がりも感じさせたい。 

 

    ウ 単元における評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 
読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

○ 音読を通して七五調

のリズムのよさや和漢

混交文の歯切れのよさ

を味わおうとしている。 

○ 平家物語を読んで理解

したことや考えたことを

知識や経験と結び付けた

り関連付けたりして，自

分の考えを広げたり深め

たりしている。 

○ 作品に表れたものの見

方や考え方に触れ，登場人

物の思いを想像している。 

○ 抽象的な概念を表す語

句の量を増やし，類義語に

ついて理解し，文章の中で

使うことを通して語彙を

豊かにしている。 

 

エ 評価規準を基にした判断基準の作成 

評価規準 

 「敦盛の最期」を中心とした，「熊谷次郎直実」と「敦盛」の人物像や

心情を，会話文や叙述に着目して理解し，自分の知識や経験と結び付けた

り関連付けたりして，人物評「平家物語のかお」を書くことができる。 
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評価の場面 

・ ５時間構成の第３・４時で人物評ボックスを書き，他者と交流して考

えを広げたり深めたりする場面 

・ ５時間構成の第５時で人物評「平家物語のかお」を書く場面 

評価の対象 

・ 思考ツール「人物評ボックス」 

・ 人物評「平家物語のかお」 

・ 毎時間行う「学びをつなぐ振り返りシート」 

判断の要素 

① 会話文の引用 

② 叙述を根拠に登場人物の心情を比較し，人物像を捉える。 

③ 人物への評価 

④ 人物を端的に表現する見出し（十二字程度） 

尺度 判断基準 

Ｂ 

① 共感した人物を選び，その人物を端的に表す会話文を選んでいる。 

② 人物を捉えることができる叙述を根拠とし，登場人物を比較して人物

像を捉えている。 

③ 登場人物について，自分の評価を表現している。 

④ 十二字程度で人物像を表現している。 

（①    ②   ③   ④   ） 

【予想される生徒の作品例】 

③ 「親心にあふれる武士 直実」 

① 「助けまいらせん」思わず口に出た直実だった。②我が子小次郎と敦盛を重ね，殺

すことを悩み苦しんだ直実。親として思いが溢れたのだろう。敦盛は，その親心を知

ってか，知らずか敦盛は，自分の死に対して，潔かった。③直実は，武士としては失

格だったのかもしれないが，一人の親として，子を思う心を持ち続けた人物として共

感できる。直実は，武士であるとともに「人間 直実」として生きた武士である。 

Ａ 

（判断基準Ｂに加えて） 

① 会話文に込められた思いを捉えている。 

② 根拠を基に登場人物を比較し，その違いを明確にして人物像を捉えて

いる。 

③ 登場人物について，自分の知識や経験と結び付けたり関連付けたりし

て自分の評価を表現している。 

④ 十二字程度で言葉を吟味し，端的に人物像を表現している。 
（①    ②   ③   ④   ） 

【予想される生徒の作品例】 

④ 「高潔な武士 敦盛」 

① 「とくとく首を取れ」敦盛のセリフには武士としての誇りが込められていた。②敦

盛は，最期まで命乞いはしなかった。たとえ，直実に命を助けると言われても，敦盛

は武士とし誇り高く死ぬことを選んだ。直実の親心は，敦盛を殺そうとして心が揺れ

動き，感情をあらわにしてしまった姿に表れている。敦盛は十七才。やりたいことや

夢もたくさんあったはずだ。③もし，私が敦盛のように，殺されそうになったらどう

しただろう？きっと，泣いて命乞いをするか，逃げ出す方法を考えただろう。武士道

を貫いた人物だと捉える。武士として生き，武士として最期を迎えた敦盛は，生涯，

武士であり続けた男である。 
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オ 検証授業Ⅱの視点 

ア 学びの方向性を見通すための単元の学習課題と自分の「問い」の設定 

・ 育成を目指す資質・能力につながる学習課題と自分の「問い」の設定 

イ 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

①  評価の観点を明確にした言語活動のモデル提示と活用 
②  思考の流れを整理し，考えの形成を図るための思考ツールの研究 

ウ 学びの価値付けができる振り返りの工夫 

・ 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用 

カ 単元の指導計画（全５時間） 

過

程 
活動のねらい 主な学習活動 

時

数 
指導上の留意点 

 

 

 

 

 

導 

 

 

 

 

入 

○ 言語活動のモデル

人物評「小さな手袋の

かお」を見て，学びの

方向性を見通す。 

○  「平家物語」につい

て理解する。 

○ 「平家物語」を音読 

し内容を理解する。 

１ 教師が提示した言語活

動のモデル人物評「小さな

手袋のかお」を見て，人物

評「平家物語のかお」を書

く上での読みの視点を確

認する。 

２ 学びの方向性を見通す。 

３ 「平家物語」について説

明を聞き，時代背景や概要

を理解する。 

４ 現代仮名遣いに気を付

けて音読をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

・ 言語活動のモデル人物評「小

さな手袋のかお」を提示し，読

みの視点を示す。 

 

 

 

 

 

 

・ 「学びをつなぐ振り返りシー

ト」を活用し，学びの方向性を

見通させる。  

・ 和漢混交文のリズムを捉えた 

音読ができるよう支援する。  

・ 最初の読みでの人物像を捉え

させる。 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

○  既習教材「小さな

手袋」を使い，人物評

ボックスを理解する。 

○ 人物評ボックスを

用い，人物像を捉え自

分の考えをもつ。 

○ 人物を表す語彙を

集める。 

○ 交流し，考えを広げ

たり深めたりする。 

 

５ 既習教材「小さな手袋」

を使い，人物評ボックスを

理解する。 

６ 人物評ボックスを用い

て人物像を捉え，自分の考

えをもつ。 

７ 辞書を使い，人物を表す

語彙を集める。 

８ 人物評ボックスを用い

て交流し，考えを広げたり

深めたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

・ 読みの視点を基にした，人物

評ボックスを提示する。 

・ 既習教材「小さな手袋」を用

いて，思考ツール「人物評ボッ

クス」の使い方を確認させる。 

・ 「敦盛」，「熊谷次郎直実」，

それぞれの会話文や叙述に着目

しながら，人物評ボックスを書

かせる。 

・ 人物の評価を表す語彙につい

て，類義語やその他の語彙がな

いか辞書で確認させる。 

・ 人物評ボックスを用いて交流

させて，考えを広げたり深めた

りできるよう支援する。   

 

読みの視点 

・ 会話文の引用 

・ 叙述を根拠にした心情や人物像 

・ 人物への評価 

・ その人物を端的に表現する 

見出し（十二字程度） 
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終 

 

 

末 

○ 交流を通し広がっ

たり深まったりした

人物評ボックスを用

いて，人物を選び人物

評「平家物語のかお」

を書く。 

９ 人物評ボックスを用い

て，人物評「平家物語のか

お」を書く。 

 

 

 

 

１ 

・ 人物評ボックスを参考にして

人物評「平家物語のかお」を書

かせる。 

・ 読みの視点を基にした，人物

評「平家物語のかお」を書くと

きの条件を提示する。 

・ 「学びをつなぐ振り返りシー

ト」を活用して，学びを振り返

り，考えの変容を自覚するよう

促す。 

(2) 検証授業Ⅱの指導の工夫と考察 

   ア 学びの方向性を見通すための単元の学習課題の設定 

・  育成を目指す資質・能力につながる単元の学習課題と自分の「問い」の設定 

       本実践では単元の学習課題を３要素で構成することにした。本単元の学習課題は以下のと 

     おりである。 

 

 

 

 

 

生徒は，単元の学習課題を基に「敦盛の人物像にあった語彙を使ってみる」，「自分の知識 

や経験を生かして直実の心情を捉えよう」というような自分の「問い」を立てることができ 

ていた。このことから，単元の学習課題を３要素で構成し，生徒と教師が育成を目指す資質・ 

能力を共有することで学びの方向性を見通すことができた。 

   イ 必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫 

(ｱ) 評価の観点を明確にした言語活動のモデ 

ル提示と活用 

本実践では，教師が生徒の思考を妨げな 

いようモデルは既習教材「小さな手袋」を 

用いた人物評「小さな手袋のかお」を提示 

した（図16）。 

生徒は，言語活動のモデルから「読みの 

視点(評価の観点)」に気付くことで「私も 

こんな人物評を書いてみたい｣，｢こんな言 

語活動をしたら,考えが伝えられそうだ｣と 

感じ，言語活動に必要感・必然性をもたせ 

ることができた。具体的なモデルと「読み 

の視点(評価の観点)」を提示することで， 

生徒は言語活動を通して，どのような力を 

身に付けられるかが明確になり，学びへの 

意欲を継続することができていた。 

(ｲ) 思考の流れを整理し，「考えの形成」を図るための思考ツールの研究 

      本実践では，思考ツール「人物評ボックス」を活用した（次頁図17）。可視化して思考の 

流れを整理するねらいがある。思考ツール「人物評ボックス」は，１会話文，２根拠となる 

叙述，３そのときの心情や人物像，４人物への評価，５人物を端的に表す言葉の五つのボッ 

①敦盛の最期を読んで，考えたことを，自分の知識や経験と結び付け，考えを広げた

り深めたりして，②会話文や叙述に着目し人物像を捉えます。捉えた人物像を参考に③

人物評「平家物語のかお」を書きましょう。 

（①指導事項，②着眼点や思考方法，③言語活動） 

図 16 言語活動のモデル
例 
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クスが設けてある。生徒は文章を読み深めながら，思考ツールの各ボックスに，登場人物の 

心情やその根拠となる叙述，人物について評価した自分の考えを記述した。また，人物像を 

端的に表現するためには，語彙の充実が必要不可欠である。そこで，既習の語彙以外にも新 

たに語彙を習得し，語彙を活用する場面を設定することで，人物像を一層端的に伝えること 

ができると考え，人物を表す語彙プリント（図18)や辞書等を活用し，語彙の習得を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学びの価値付けができる振り返り 

・ 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用 

生徒は，授業の終末に「学びをつなぐ振り返りシート」を活用し，毎時間観点を明確に 

して振り返りを行い，学びの価値付けを行った。観点を明確にした振り返りとは，自分の 

立てた「問い」に対し，「分かったこと」，「できるようになったこと」等といった観点を生 

徒が選び，学びを振り返ることである。例えば，第３時では，「（人物への評価のボックス 

に）評価の項目を書きこむのがあまりうまくいかなかった。」と振り返りをした生徒の記述 

があった。教師は，この生徒が登場人物への評価のボックスについて具体的に理解できて 

いないと判断し「自分は（その人物に対して）○○と思うという視点で（その人物への） 

評価が書けたらいいね」とコメントを記した。すると，次時の生徒の振り返りには，「直実 

の人物像について考え,自分の評価ができた。」と記述していた。このように，生徒が学び 

の成果や疑問を振り返るようになり，一方，教師は生徒の学びの成果や疑問に対して，価 

値付けや助言を行えるものとなった(次頁図19）。 

 

 

図 18 人物を表す語彙プリント 

図 17 人物評ボックスの活用例 
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単元を通した振り返りでは「最初は何もかも理解することが難しくて困っていたけれど， 

回数を重ねるたびに友達と話し合う機会などがすごく役に立って，最後は理解することが 

できたし,簡単に進めることができた。」という記述からも,生徒が考えの変容(考えの広が 

りや深まり）を自覚している様子が分かる。加えて,｢学習を重ねていくうちにどんどんス 

ラスラ書き込めるようになっていき，日々の学習が次に生かされていることを実感した」 

という生徒の記述から，学びのつながりを実感している様子が見られた（図20）。 

このような姿から，生徒は，国語科の授業を通して，学びが深まっていることを実感し 

ている様子が分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 20 単元を通した振り返り 

図 19 １単位時間毎の振り返り 
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 (3) 検証授業Ⅱにおける生徒の表現例 

       思考ツール「人物評ボックス」を活用し，「学びをつなぐ振り返りシート」で学びをつなぐこ 

とで，人物評「平家物語のかお」を次のように表現することができた（図21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 人物評「平家物語のかお」 生徒作品例 

語彙を広

げ，その人

物を端的

に表現す

る見出し

を付けて

いる 

引用した人物の 

会話文 

叙述を根拠に双

方を比較し，人物

像を書いている 

自分の知識や

経験と結び付

けて，人物の評

価をしている 
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  (4) 検証授業Ⅱの成果と課題 

ア 成果 

(ｱ) 単元の学習課題に，３要素を位置付けることで，生徒は自分の「問い」を立て，学びの 

方向性を見通すことができた。そのため，主体的に学ぶ生徒の姿につながった。 

(ｲ) 必要感・必然性をもたせる言語活動では，新聞記事を導入時に使用し，興味・関心を引 

き出していった。育成を目指す資質・能力につながる具体的な言語活動のモデルを提示す 

ることで，生徒の「書いてみよう」，「やってみよう」という意欲が高まっている姿が見ら 

れた。モデルが既習教材であったことも，大きな役割を果たしていた。生徒から「先生の 

平家物語のかおを見たいです」という声が挙がった。これに対し，「でも，先生の平家物語 

のかおがあったら，自分のかおが書けなくなる。自分の人物評が書きたい。」と言う生徒も 

おり，この言葉に皆が賛同していた。生徒は言語活動のモデルを通して，「自分も書いてみ 

たい」という必要感・必然性につながり，主体的に取り組む姿が見られた。 

(ｳ) 思考ツールを活用することで，生徒は思考の流れを整理し，叙述に着目しながら，根拠 

を明確にして考えの形成を図ることができていた。 

(ｴ) 「学びをつなぐ振り返りシート」の活用は，生徒が１単位時間又は単元を通した学びを 

振り返るのに有効であると感じた。生徒が毎時間の学びを振り返り，学びの成果や疑問を 

言語化することで学びを客観的に捉えている様子が見られた。毎時間振り返りを行ってき 

たことで，生徒は学びの深まりを実感し，学習を始める前の自分と比較し，その変容に気 

付いている様子も見られた。また，生徒の振り返りに対して，教師も学びの価値付けをし 

ながら，今回の手立ては適切だったかを振り返り，指導の改善に役立てることができた。 

   イ 課題 

       (ｱ)  生徒の「問い」の立て方に課題がある。本実践で生徒が立てた自分の「問い」は，言語 

活動の活動のみに目を向けたものになりがちであった。これは，教師が生徒に示した学習 

目標が活動を中心にしたものであるためではないかと分析している。生徒が学びの見通し 

をもち，作品の本質に迫った自分の「問い」をどのように立てさせていくかが課題である。 

(ｲ)  必要感・必然性をもたせる言語活動について，更に研究を重ねていく必要がある。教師 

が，育成を目指す資質・能力とその資質・能力を身に付けた具体的な生徒の姿を明確にし 

ておくこと必要がある。 

(ｳ)  語彙を広げ，活用する場面設定をしていくことが重要である。語彙は知っていても，活 

用しなければ語彙の充実にはならない。生徒が語彙を広げたり，活用したりする機会や場 

面を意図的に計画することが大事であると感じた。 

(ｴ）  ｢学びをつなぐ振り返りシート｣も，改善が必要である。具体的には，振り返りシート１ 

枚が学びの履歴になるように工夫することである。そのためには，生徒が立てた「問い」 

が，学びが深まる度に，更新されていくような活用を考えていかなくてはいけない。また， 

国語科の学習が授業の中だけで完結するのではなく，どのようにその他の学びや実生活と 

つないでいくのか，そのためにはどのような振り返りが重要かを考えていきたい。 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1)  単元の学習課題に３要素を用いて設定することで,生徒と教師は育成を目指す資質・能力を 

共有することができ，生徒は自分の「問い」を立てて学びの方向性を見通すことができた。 

(2)  必要感・必然性をもたせる言語活動の工夫として，教師が生徒に言語活動のモデルを提示 

した。育成を目指す資質・能力を身に付けることにつながる具体的な言語活動のモデルを提 

示することで，生徒は言語活動に必要感・必然性をもち，学びに対する意欲を継続させて取 

り組んでいた。また，思考ツールを活用することで，思考の流れを整理し，根拠に支えられ 

た考えの形成を図りながら言語活動の目的や価値を見いだし，学びに取り組む姿も見られた。 

(3)  振り返りの時間を確実に設け，１単位時間又は単元を通した学びを生徒に振り返らせた。生 

徒は，「分かったこと」や「できるようになったこと」等の観点を自分で選択し言語化するこ 

とで，客観的に学びを振り返ることができていた。また，個人の振り返りを学級全体で共有し， 

学びの価値を全体で実感することもできた。教師も，生徒の振り返りに対し，価値付けや助言 

を行うことで，次時の指導の在り方を客観視することにつながったと考える。また，単元の最 

後の振り返りでは，生徒が考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚し，学びの深まりを実 

感している姿も見られた。 

２ 研究の課題 

(1)  今回の検証授業は，第２学年の「読むこと」の領域を中心に行った。今後は継続して,他学 

年や他の領域の実践していきたい。そのためには，教師が生徒の学ぶ姿を具体的に想像し授業 

改善を行うことが重要である。今後も，言語活動のモデルを活用する実践の開発が必要である。 

(2)  考えの形成を図るための思考・判断・表現を支えるには,語彙の習得・活用も必要不可欠で 

ある。生徒が培ってきた語彙を,広げたり深めたりするための環境や場面作りを意図的に設定 

していく必要がある。 

(3)  生徒の「問い」の立て方について更に研究していく必要がある。本研究で生徒が立てた「問 

い」は，言語活動のみに目を向けたものになっていた。今後は,単元の学習課題とのつながり 

を意識した自分の「問い」を立てることができるようにする手立てを考えていく必要がある。 

(4)  単元を通して身に付けた力を他教科等の学習や実生活につなぐために，教師は,学びが生か 

せる場面を把握し，国語科の学習と実生活とを関連付けた学習計画を立てる必要がある。 
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 本研究は，国語科の学習指導において，「学びをつなぐ振り返

りシート」を学習過程に位置付け活用することで，生徒が考えの

変容（考えの広がりや深まり）を自覚でき，学びの深まりを実感

する国語科指導の在り方について研究したものである。 

 具体的には，まず，国語科の学習で学びの方向性を見通す単元

の学習課題を設定した。次に，必要感・必然性をもたせる言語活

動の工夫を行った。さらに，学びの価値付けができる振り返りを

通して，生徒が一単位時間又は単元を通した学びの成果を確認

できるようにした。また，教師もその振り返りに対して，学びの

価値付けをすることで，生徒の学びを見届けることができ，指導

の改善や手立ての工夫を図った。 

 その結果，生徒は学びの方向性を見通すことができ，必要感・

必然性をもちながら言語活動に取り組み，観点を明確にして振

り返ることで考えの変容（考えの広がりや深まり）を自覚し，学

びの深まりを実感している姿が見られた。このような研究を通

して，学びの深まりを実感する学習指導の在り方を明確にする

ことができた。 

本研究は，新学習指導要領の趣旨を踏まえ，国語科における

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した実践研究であ

る。研究の中核には，「深い学び」を学習過程における「学びの

深まり」と捉え，生徒が学びを価値付けし，考えの変容を自覚す

るための具体的な手立て（指導の工夫）を位置付けてある。 

 本研究の価値は，単元の学習過程に①単元の学習課題と「問

い」の設定，②必要感や必然性をもたせる言語活動，③学んだこ

とを価値付けできる振り返りを有機的に関連付けながら生徒が

「学びの深まり」を実感する国語科学習の実現を目指したとこ

ろにある。とりわけ，本研究で開発・活用した「学びをつなぐ振

り返りシート」は，生徒が単元の学習を見通し，毎時間の学習を

価値付けしながら，単元全体を振り返り，新たな学びに向かうＰ

ＤＣＡサイクルを有効に機能させている。検証授業における振

り返りシートに記述した生徒の言葉は，国語科の学習を通して

「学びの深まり」を実感する生徒の姿そのものである。 

今後は「学びをつなぐ振り返りシート」の充実・改善を図りな

がら，単元の学習課題と生徒の立てる自分の「問い」の関係を明

確にし，各領域で言語活動のモデルや思考ツールの開発に取り

組むことで，本研究が更に深化・発展することを期待している。 


